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直系家族制度における離家(leavinghome)
一19世 紀後期 南多摩地域 の子女移動パ ターソー

黒須里美

要 旨:本 論 は、南 多摩 地域 に残 された明 治3年 戸 籍 を用 いて、19世 紀後 期 日本社 会 の直 系家 族

に お け る離 家(1eavinghome)パ ター ンにつ い て考 察 す る もの で あ る。 本稿 では、 特 に ラ イ

フ ・テ ーブル分析 法 を用 い る ことに よ って 、そ の動的 パ タ ーンを明 らか に した。 離家 プ ロセ ス

は一 般 に女子 の場 合 、15歳 か ら始 ま り22歳 に は50%に 達 す るが、他 方、 男子 の場 合 に は、22歳

で も80%が 家 に とどま ってい た。 この離 家 パ ター ンの著 しい差 は、 家 にお け る子 女 の出生 順 位

に よって も生 じて い る。男 子 の離家 は、 次三 男 の場合 で も女子 に比 べ て遅 いが、 そ れで も男 子

の離 家率 も年 齢 とと もに上 昇 し24歳 で最 も高 くな ってい る。 また離 家年 齢 は、経 済階 層 の低 い

家 ほ ど早 くな る ことが明 らか に な った。 これ らの親 の家 か らの早期 離家 を生 んでい る もの は、

奉公 のため の離家 で あ る。 た だ し、高 い階層 にあ る女子 の離家 も結 婚 のた め に早 くな って い る。

さ らに子 女 た ちの社会 的 ・地理 的移 動 を分析 す るこ とに よって、男 子 よ りも女子 の方 が、 結 婚

や養 子 を通Lて 自分 の生 まれ た村 の外 に出 され る率 が高 くなっ てい る ことがわ か る。 そ して男

女 ともに それ以上 に遠 くへ の移 動 を促 してい る もの が奉 公 の ため の移動 で あ った。 この よ うに 、

子 女 の階層移 動 は、 養子 や結婚 の場 合 はた い てい水平移 動 で あ り、男子 養子 の場 合 は下 降移 動 、

また女 子 の結婚 で は両方へ の移 動 が あ った。

しか し、 長男 の養 子 にお いて は下 へ の移動 は見 られ なか った。 この よ うに直系 家族 の開放 と

閉 鎖 の メカ ニズ ムが うま くはた らい ていた。 家 を守 った の は長 男 で あ り、残 りの子女 が さま ざ

まな社 会的 地理 的方 向 に出 された の であ る。

文明批評家としての谷崎潤一郎

鈴木貞美

要 旨:谷 崎 潤一郎 は現代 日本 を代 表す る作家 の一 人 と目 され て い るが 、そ の評価 の 内実 は必 ず

しも定 ま って い ない。今 日で も 「谷崎潤 一郎 には思想 が な い」 とい う批 評 も行わ れ て い る し、

と くにそ の大正 期 の作 品群 につ いて は低 調 で あ ると され て いる。大 正期 の谷 崎潤 一郎 の作 品群

は、江 戸川 乱歩 に代 表 され る昭和初 年代 め大 衆文 化 につ い て、第二 次大 戦後 、侮蔑 的 に投 げか

け られた 厂エ ロ ・グ ロ ・ナ ンセ ンス」 とい う言葉 に示 され る傾 向 を、 ま さに先取 りす る もの に

ほか な らなか った。 しか し、 日露戦 争後 の 日本 の社会 と思 想 、文芸 をは じめ とす る文 化全 般 の

傾 向 を検討 し直 し、 そ の中 に当時 の谷 崎潤 一郎 の作 品群 を置 い てみ る とき、それ らの もつ思 想

的 な意 味 が明確 にな って くる。加 えて、谷 崎が 、昭和戦 前 、戦 中期 を通 して、 それ ぞれ の時 代

の支配 的 な思潮 に対 して鋭 い見識 を も って対 峙 し、批判 的 な姿 勢 を貫 き通 した ことを明 らか に

す る。
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誤 解 され た ル ー ス ・ベネ デ ィク ト像

ポ ー リ ソ ・ ケ ン ト

要 旨:日 本 とア メ リカにお いて ル ース ・ベ ネデ ィク トに関 す る研 究 は数多 くあ る。 しか し、 こ

れ らの研究 はボ ーダ ー レスでは ない。 ア メ リカに おい て はベ ネデ ィク トは文 化 人類 学者 と して

扱 われ、 した が って彼女 に関す る伝 記 や論文 は彼 女 の 日本研 究 で ある 『菊 と刀 』 を文化 人類 学

の仕事 の うちのた だ の一 つ としてみ な し、 それ に ふれ る こ とが少 ない。 これ に対 して、 日本 で

はほ とん どのベ ネデ ィク ト研 究 は 『菊 と刀 』だ け に注 目 し、 その動機 な どにつ いて は明 らか に

して いない。 例外 と して、 アメ リカで も 日本 で もマ ージ ナ ル ・マ ソの ダグ ラス ・ラ ミスの 『内

な る外 国 「菊 と刀 」再 考』 が あ る。 そ こで ラ ミスは マ ーガ レ ッ ト ・ミー ドの書 いた ベネ デ ィク

トの伝言言に もとつ いて、 『菊 と刀』 はい か に 「詩人 に よ る政 治 文学 」 で あ るか とい うことを論

じよ うとした。 しか し、彼 は ミー ドとベ ネ デ ィク トの複雑 な関係 を計算 に入 れ る こ とを忘 れ た。

そ の結 果、彼 は無 理 の あ る議論 を進 め る ことに な った。

こ こで は ミー ドに よるベ ネデ ィク ト伝 記 を他 のベ ネ デ ィク ト伝記 、 また ミー ドに つ いて の伝

記 と比 較す る ことに よって、 ミー ドの解 釈 が ワン ・オ ブ ・ゼ ムにす ぎない とい うこ とを明 らか

にす ると ともに、 ミー ドだ けの解釈 に頼 ってい る ラ ミスの議 論 の もつ バ イア ス も明 らかにす る。

そ して、 この作 業 に よって ベネ デ ィク トの よ り立 体 的 な イ メージを描 くこ とが で き るだ ろ う。

ロシアの対 日政策決定過程

木村 汎

要 旨:1993年10月 、 日本 を訪 問 した ロシア大統領 エ リツ ィンは、 日本 の細 川護 熙首 相 との間 に、

長 年 の間 日露 関係 改善 の障 害 とな って きた北方領 土 問題 の解決 を 目指す 交渉 を行 な った。 と こ

ろが、 同大統 領 が帰 国 して まもな く、 ロシ ア国内 の雰 囲気 は、 ロシ ア民族 主 義 の さ らなる高揚

に よって きわ め て愛 国主義 的 な もの とな り、北 方領 土 を 日本 に返還 す るな どとんで もな い とい

う空気 に転 じた。 本論 文 は、前 半部分 にお いて その よ うな政 治的雰 囲気 の変 化 とそ の理 由を論

じ、後 半部分 におい て は、 そ の反面 、北 方領 土 の ロシ ア人 住 民間 にお いて進 行 中の 「日本 化」

と 「無 人化 」現 象が 、1994年10月 の北海 道東 方沖 地震 に よって さ らに加 速化 された こ とを指摘

してい る。 つ ま り、 最近 、北 方領土 問題 にかん して、 モ スク ワ中央 にお いて は返 還反 対 、逆 に

地元北 方領 土 にお いて は返 還賛 成 とい う二つ の相 矛盾 す る傾 向 が発 生 してい るので あ る。 もち

ろ ん、 ロシ ア外 交政 策 を決定 す るの は、地 方で は な く、 中央 で あ る。 しか し、 そ の よ うな 旧 ソ

ビエ ト時代 の政 策決 定パ ター ソが今 後 の ロシ アに もそ の まま無修 正 で該 当 し続 け る と考 えた ら、

大 きな間違 いを犯す か も しれ な い。そ の よ うな疑 義 を呈 して いる点 にお いて、 本論文 は、 エ リ

ツ ィン政権 の対 日外 交 とい う特殊 なテ ーマを と り扱 いつ つ も、 一体誰 が ロシア外交 を決 定す る

の か とい う一般 命題 にか んす る一 ケース ・スタデ ィー と して の貢 献 も目指 してい る。
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唐来三和 と違いの創造

レ ジ ン ・ジ ョ ソ ソ ン

要 旨:戯 作者 の唐 来三 和 は、小 品 とはい え、夥 しい数 の作 品 を創 り出 した 。彼 は、 生 き生 きと

した洒落 本 と黄表 紙 の作家 として知 られ る。 洒落 本 や黄表 紙 は、1780年 代 に出現 し、幕府 の政

策 を真剣 に受 け止 め て いな い と見 な された書 物 の刊行 を寛 政 の改革 が禁 止 しは じめ るまで 出版

され続 けた。 この小 論 は、唐 来 三和 の最初 の黄表 紙 で あ る 『大 千世 界牆 の外 』(1784)を 取 り

扱 ってい る。 この作 品 は、歌 舞伎 の用 語 で あ る 「世 界 定 め(P)」 と語 呂合 わせ の洒落 を行 っ

てい る。

この作 品 の中 に おい ては、 た んに歌舞 伎 の世界 の み な らず、 物理 的 な世界 や三 和 の世界 が確

立 され て いる。 同作 品 は、 混沌 と秩 序 、天 と地、 女性 と男 性 の相違 、 中国 や イ ン ドに おけ る神

話 と日本 の神 話 の差 異 を創 りだ して い る。三 和 は、一 貫 して ユ ーモ アに富 むが、 写楽 にそ の典

型 をみ る手法 で 、 よ り深遠 な諸 問題 にたいす る彼 の深 い洞 察 を露わ に した り、秘 匿 した りして

い る。

後援者(バ トロソ)の イメージ

高台院 と高台寺 の豊臣秀吉

ウ ィ リ ア ム ・H・ サ モ ニ デ ス

要 旨:本 稿 の テー マは、狭 義 にお いて は、美術 ことに高台 寺 の美術 が いか に創 られ たか に かん

して であ る。 広義 にお け る主題 は、 日本 の美術 史 に お ける後援者(パ トロン)の 責任 所在 とい

う観 点 か ら、 いか に美術 の歴史 が形 成 され るか を論 じよ うとす るもので あ る。 これ まで豊 臣秀

吉(1536～1598)、 徳 川 家康(1542～1616)一 そ して ス ケ ール は小 さ くな る とはい え、 高 台院

(1548～1624)一 は、 高台寺 のパ トロン として の功績 が認 め られ て きた 。 しか し、本 論 文 は、

秀吉 の正 室 だ った高 台院 こそ が、高 台寺 お よ びその 目的 の第 一 のパ トロン と見 な され るべ きで

あ る、 と主 張す る。財 政 的 に豊 か な富、 高 い社 会 的地位 、政 治 的影響 を併 せ有 した高 台院 は、

この よ うなサ イズ と輝 か しさを もつ寺 の支持者 兼維 持者 とな るにふ さわ しい力 を有 して いた。

高 台寺 は、桃 山時 代 の美術 と建 築 の最 も重要 な宝庫 の一 つ で あ り、少 な く とも30年 間 に及 ぶ美

術 に対す る彼 女 の積極 的 な後援 活動 の頂 点だ った 。伏見 城 で はな く、 同L<彼 女 に よ って建立

された唐 徳寺 こそが 、そ の建立 の さい高 台寺 へ と移 された構 造上 の源 泉 で あ る と見 な され るべ

きで ある。高 台寺 の バ トロソが一体誰 で あ るか を見 直す 作業 は、 た ん に高台寺 のみ の域 を超 え

る重 要性 を もつ。 この問題 は、 高台寺 蒔絵 のジ ャンルの起源 、豊 臣秀 吉 の イ メージ、伏 見 城が

遺 した もの に も影 響 を及 ぼす か らであ る。 これ まで高台 院 やそ の他 の女性 が果 た した 役割 が正

当 に認 め られて こなか った こ とは、女 性 に与>xら れ て きた伝 統 的、歴 史 的 な役 割 が少 なか った

こ とに責 任 の一端 が あ る ことを示 して いる。
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日本の都市 に次に起 こるのは何 かP将 来の展望はP
一問題点 と可能性

ピ ジ ャ イ ・ア ナ ン ド ・ ミス ラ

要旨:本 論は脱工業化日本の都市に起こったことでありながら、余 り知られず討議もされなか

った幾つかの間題を取 り上げ、その動向と対応に焦点をおき、新たな展望を検討する。

脱工業化した日本にとって最も重要な問題は、市場経済志向の開発を強調することを続ける

べきかどうか、それとも福祉志向の開発に切 り替えるべきかということである。

新しい都市のライフ・スタイルは個人の自由と安全志向を強調されて来た。同時に都市にみ

られる社会的かつ心理的な無秩序は、地域社会に暮 らし、互いにかかわり合 う仕事を通して得

る内なる満足感に主として根ざしているのであろう。すべてではないにしろ、この内なる満足

感は、ある程度、社会における公平感または不公平感と関連している。

翻訳文化の象徴としての天皇制

柳父 章

要 旨:天 皇制 は、ふ つ うもっ とも 日本 的 な文 化 の代 表 の よ うに考 え られ てい るが、 その言 葉や

儀 式 は、 ほ とん どす べ て外 来 の言葉 や文 化 でで きて い る。 翻訳 論 の立場 で言 えば、翻 訳語 、翻

訳 文化 で で きてい る。 た とえば天皇 とい う言 葉、 天皇 家 の宝物 、天 皇 家 の人 々 の服 装 、 さ まざ

ま な儀 式 が翻 訳 で あ る。本 論文 はまず この事 実 を紹介 し、次 にそ の理 由 につ いて考 え る。 理 由

につ いて考 える理論 で は、象徴 人類 学 で、文 化 をそ の境界 か ら考>xる 王権論 が あ って、天 皇 は

ヨソモ ノであ る とい う。翻 訳論 の天 皇制 論 は、 この王権 論 と似 てい るが、王 権論 が一 つ の文化

の内側 か ら境 界 と王権 を考 えるの に対 して 、翻訳論 では二 つ の文化 を前提 として、 その境 界 か

ら天皇制 を考 え る。

翻 訳 語、翻 訳 文化 は、一 般 にそ の も との言 語 、文 化 と も、翻 訳 され た側 の言語 、文 化 とも違

う特徴 が あ る。 この 「違 い」 は構 造 主義 の 「差異 」 と似 た と ころ もあ るが 、価値 の上 下 を と も

な うところが同 じでな い。 翻訳 は、 高 い価値 を ともな う 「違 い」 の現 象 を造 り出す。 こ こか ら、

天 皇制 の権威 が 由来す る。 この 「違 い」 は 「差別 」 とも違 う。 明 治憲 法 は天 皇制 を 厂差別 」 の

体 制 として位 置 づ けたが 、天皇 制 の長 い歴史 の 中で は これ はむ しろ例 外 であ って、翻 訳論 の立

場 か ら見た文 化論 的 な 「違 い」 の構 造 こそ本 質 的で あ ろ う。

イン ドの銑鉄輸入 にたいす る日本の鉄鋼 ・鋼鉄産業 の態度

ジ ョ ン ・シ ャ ー キ ー

要旨:戦 前の自由貿易経済体制を再現しようとする国際的な試みにもかかわらず、1920年代は、

諸国がより公然たるビジネスー政府間協力を通じて経済的利益を維持しようと試みたために、

経済関係がきわめて流動的な時代となった。このような文脈において、本論文は、イソドと日

本の間の経済的発展の相互作用に関連する、政治的 ・経済的要因を観察しようとするものであ
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る。本 論文 は、 日本 の銑 鉄産 業 の発 展が イソ ドの輸 入 にた い して、 そ して イ ン ドの木 綿 製造 業

が 日本 の輸 入 に与>xた 影 響 に、 主た る焦 点 をあ て る。 この二つ の過 程 は、海 外 の重要 な供給 国

一 その国 との間 には、 そ の国 の国 内市場 へ の アクセ スを維 持 し続 けた い とい う強 い利 害 が存 在

す る一 を疎外 す るこ とな く、国 内 の生産 を刺 激す るため の最 も効果 的 な方法 は何 か とい う問を

提起 してい る。

アジア音楽 と作 曲家の形成一 アン ・ボイ ドの場合

ア リ ソ ン ・ トキ タ

要 旨:現 代 音楽 におい て個性 的 な スタ イルを創 り出す ため に アジ ア音 楽 を 「盗 用」 す る ことは

多 くの国 でみ られ るが 、本論 は オ ース トラ リアの女 性作 曲家 アン ・ボ イ ド(1946～)を と りあ

げ、 ア ジア音楽 と くに 日本音 楽 がそ の独 自 の女 性 的 な語 法 を生 み出す た めに必 須 の刺激 に なっ

た こ とを指摘 した。 そ の作風 を み る とアジ ア音 楽 の瞑想 的 な特性 の重 要性 を理 解 してい るこ と

が分 か る。 『更 級 日記』 に触 発 され た無伴 奏混 声 四重合 唱 曲"AsIcrossedabridgeof

dreams"は 、 声 に よる雅楽 の笙 の音 色 の再生 の試 み であ り、瞑 想 的 な特 徴 を よ く示 して い る。

アン ・ボ イ ドはア ジア音楽 を愛 してい るに もか かわ らず、現 在 の アジ アに は関心 を寄 せ な い よ

うで あ り、結 局 の と ころ一個 のオ リエ ン タ リス トとい うこ とにな る。
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